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　〔目的〕原発性肝癌におけるAFP出現の有無は，そ

の病理組織学的性状に左右されるといわれ，また本症の

発生原因をめぐりオーストラリア抗原，或い中毒性因子

の関与が問題にされている．67Ga・citrateによる原発性

肝癌における腫瘍陽性描画の臨床的意義を検討するに際

し，今回はAFP及びAu抗原，肝病理組織像と陽性

描画の有無の関連性を検討した．

　更に，抗癌剤局所動注治療による各検査成績の推移と

腫瘍陽性描画能の変動についても報告する．

　〔方法〕血中AFP量はSingle　radial　immuno・

diffusion法及びR，1．　A．法で，　Au抗原はS・R．1．　A．

法にて検出した．Scintiphotographyは67Ga－citrate　2

mCi静注後72時間目に施行した．

　〔対象〕　肝生検，腹腔鏡，肝シンチフォト，肝動脈造

影等により，原発性肝癌と診断しえた20例を対象とした

　〔成績〕　①原発性肝癌20例中血中Au抗原は7例

（35％）に，AFPはS－R．1．　D．法にて9例（45％）に，

S・R．1．A．法にて18例（90％）に陽性を示した．　Au抗

原陽性7例のうちAFPは6例に陽性で，一方Au抗

原陰性13例のうちでは，12例にAFPが陽性であった．

②67Ga－citrateによる肝シンチを施行しえた7例のう

ち，明らかな腫瘍陽性描画を示した症例は4例（57％）

であった．陽性描画4例中2例に，陽性描画を示さない

3例中2例にAu抗原が検出された．一方，陽性描画

を示した4例全てがAFP陽性であるのに比し，陽性描

画を示さない例でのAFP陽性例は1例にすぎなかっ
た．

　更に，67Ga－citrateによる腫瘍陽性描画の有無と病理

組織像との関係，また抗癌剤局所動注治療による腫瘍陽

性描画及び各検査成績の変動について述べる．

79．原発性肝癌と転移性肝癌の鑑別
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　著者等は原発性肝癌と転移性肝癌の鑑別へのap・

proachを各種放射性薬剤により試み，特に　75Se・

selenomethionineの有要性については報告して来てい

る．今回は此等診断の基礎である　rad　ioactive　colloid

scanに認められる生理的欠損部（hepatic　vein，　porta

hepatis，　gallbladder　fossa及びrenal　impressionによ

るwarm　area）が時に腫瘍等と鑑別困難な場合がある

ので，同部位の変化をコンピュータ処理を中心として検

討し結果を得たので報告する．

　〔方法〕porta　hepatis及びgallbladder　fossaには

1311rose　bengal及び1311　BSP　scanを施行しsinti・

graphy　と動態をコンピュータ処理を併用して観察し

た．renal　impressionには197Hg　chlormerodrin及び

99mTc　penicillamine　asetazolamide　complex　による

renoscintigraphyを施行し検討した．又colloid　scan

による肝scintigraphyにて同部位のコンピュータ処理

を行い此等結果を比較検討した．

　〔結果〕porta　hepatis及びgallbladdes　fossaの診

断は1311rose　benga1がscintigraphy上は1311・BSP

に比較して鑑別し易いが，scinticamera集録後play

backしareacallして観察する場合は時間の短縮等の利

点が1311－BSPにも認められた．　renal　impressionに対

しては197Hg　chlormerodrinに比して99mTc　penicil・

1amine　asetazolamide　complexによる　scintigraphy

が情報が高かった．colloid　scanによる肝scintigraphy

よりのコンピュ’一タ処理は上記検査と併用した有要性が

あることが知られた．
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